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　今月の表紙はエルトゥールル号事件関連遺跡群です。
元々は、トルコ軍艦遭難者墓地（写真右上）のみが昭和34年に県
史跡に指定されていましたが、エルトゥールル号が衝突した岩礁
「船甲羅（写真右下）」、遭難者が流れ着いた「遭難者上陸地
（写真左上）」、負傷者の手当が行われた「樫野埼灯台旧官舎
（写真左下）」が平成27年に追加指定され、名称を「エルトゥー
ルル号事件関連遺跡群」と変更しました。
　エルトゥールル号事件はトルコにおいても語り継がれ、日本と
トルコの友好の架け橋となった事件です。

表紙文化財紹介表紙文化財紹介

エルトゥールル号事件関連遺跡群エルトゥールル号事件関連遺跡群
県指定文化財県指定文化財 記念物（史跡）記念物（史跡）

平成２７年追加指定平成２７年追加指定
昭 和 ３４ 年 指 定昭 和 ３４ 年 指 定

えるとぅーるるごうじけんかんれんいせきぐんえるとぅーるるごうじけんかんれんいせきぐん
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第
15
回
町
民
総
合
展
の
開
催
要
項
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
総
合
展
は
、
串
本
町
の

文
化
・
芸
術
の
祭
典
で
あ
り
、
毎
年
様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
作
品
が

多
く
出
品
さ
れ
、
鑑
賞
者
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
開
催
に
当
た
り
多
く
の
出
展
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

趣
　
旨

　

串
本
町
民
の
美
術
に
関
す
る
愛
好
心
と

鑑
賞
力
を
啓
発
し
、
美
術
作
品
の
創
作
意

欲
を
盛
ん
に
す
る
と
と
も
に
串
本
町
の
文

化
向
上
、
発
展
に
資
す
る
も
の
で
す
。

主
　
催

　

串
本
町
教
育
委
員
会

日
　
程

　

11
月
８
日（
金
）
〜
10
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

応
募
資
格

①
串
本
町
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
置
く
人
。

②
串
本
町
に
勤
務
す
る
人
、
ま
た
は
在
学

す
る
人
。

③
串
本
町
内
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
人
。

会
場
及
び
部
門

〇
串
本
町
立
体
育
館

　

生
花
、
盆
栽
、
工
芸
、
俳
画
、
俳
句
短

冊
、
手
芸
、
書
、
各
公
民
館
出
展
コ
ー

ナ
ー
ほ
か

〇
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

絵
画
、
写
真
、
特
別
展
示
（
未
定
）

出
品
手
続

①
所
定
の
出
品
申
込
書
に
記
入
の
上
、
10

月
４
日（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
串
本

町
教
育
委
員
会
教
育
課
（
串
本
町
文
化

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
古
座
分
庁
舎
２
階
教

育
課
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
作
品
は
原
則
と
し
て
他
の
展
覧
会
に
出

品
し
た
こ
と
の
な
い
自
作
品
に
限
り
ま

す
。

規
　
格

①
書
は
表
装
共
高
さ
2.1
メ
ー
ト
ル
以
内
、

幅
は
全
紙
ま
で
と
し
ま
す
。

②
絵
画
は
１
０
０
号
以
内
と
し
、
額
装
と

し
ま
す
。（
申
込
書
に
号
数
記
入
）

③
立
体
作
品
（
生
花
除
く
）
は
重
量
5
0

キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
と
し
、
間
口
、
奥
行

き
共
１
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
ま
す
。

④
生
花
は
、
間
口
、
奥
行
き
共
１
メ
ー
ト

ル
以
内
と
し
ま
す
。

⑤
写
真
は
、
パ
ネ
ル
張
平
面
作
品
ま
た
は

額
装
と
し
、
単
写
真
は
四
つ
切
り
か
ら

全
紙
ま
で
、
組
写
真
は
縦
横
１
メ
ー
ト

ル
以
内
と
し
ま
す
。

⑥
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
は
、
１
メ
ー
ト
ル
以
内

と
し
ま
す
。
な
お
、
大
き
い
作
品
は
折

り
畳
ん
で
展
示
し
ま
す
。

⑦
会
場
汚
損
等
他
の
展
示
作
品
の
妨
げ
と

な
る
作
品
は
除
外
し
ま
す
。

⑧
そ
の
他
主
催
者
に
お
い
て
不
適
当
と
認

め
る
も
の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

点
　
数

　

原
則
一
人
２
点
以
内
（
但
し
、
部
門
別

と
し
、
俳
句
部
門
は
１
点
と
し
ま
す
）

　

な
お
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
、

一
人
当
た
り
の
作
品
点
数
が
増
減
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

搬
　
入

①
11
月
７
日（
木
）
午
後
１
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
の
間
に
会
場
に
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
時
間
外
の
受
付
は
行
い
ま

せ
ん
。
当
日
都
合
の
悪
い
場
合
は
、
前

日
に
教
育
課
（
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
教
育
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

搬
　
出

　

11
月
10
日（
日
）
午
後
４
時
30
分
か
ら

会
場
よ
り
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
時
間
に
な
る
ま
で
は
行
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

そ
の
他

①
搬
入
作
業
は
慎
重
に
取
り
扱
い
ま
す
が
、

不
慮
の
損
傷
に
つ
い
て
は
そ
の
責
を
負

い
ま
せ
ん
。

②
陳
列
等
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
及
び
運

営
委
員
に
一
任
す
る
こ
と
。

③
出
品
申
込
状
況
に
よ
り
、
展
示
場
所
を

変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

④
規
定
の
期
日
に
搬
出
さ
れ
な
い
作
品
は
、

適
当
に
処
分
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

⑤
そ
の
他
、
運
営
上
疑
義
が
生
じ
た
場
合

は
、
運
営
委
員
会
に
お
い
て
協
議
の
上

決
定
し
ま
す
。

昨年の町立体育館展示の様子

町
民
総
合
展
開
催

町
民
総
合
展
開
催

～

開

催

要

項

が

で

き

ま

し

た

～

～

開

催

要

項

が

で

き

ま

し

た

～
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８
月
６
日
か
ら
11
日
の
期
間
、
被
爆
65

年
の
歴
史
展
実
行
委
員
会
主
催
、
串
本
町

教
育
委
員
会
後
援
で
第
五
福
竜
丸
ビ
キ
ニ

核
実
験
被
爆
65
年
の
歴
史
展
を
串
本
町
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

串
本
町
古
座
で
カ
ツ
オ
船
第
七
事
代
丸

と
し
て
古
座
川
河
口
の
古
座
造
船
所
で
造

ら
れ
、
そ
の
後
マ
グ
ロ
船
に
改
造
さ
れ
、

後
の
所
有
者
に
よ
り
名
を
改
め
た
第
五
福

竜
丸
が
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で
行
わ
れ
た
水
爆

実
験
に
て
被
爆
し
て
65
年
目
に
あ
た
り
ま

す
。
期
間
中
、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に

て
パ
ネ
ル
展
、
映
画
「
放
射
線
を
浴
び
た

Ｘ
年
後
２
」
の
上
映
会
、
太
平
洋
核
被
災

支
援
セ
ン
タ
ー
山
下
正
寿
事
務
局
長
を
招

い
て
の
講
演
会
を
行
う
な
ど
、
ビ
キ
ニ
事

件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
の
歴
史
や
背

景
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
語
り

継
ぐ
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
全
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
延
べ
373
名

の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
か
ら
11
日
ま
で
、
串
本
町
文

化
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ワ
イ
エ
に
て
、「
第

五
福
竜
丸
建
造
の
歴
史
」、「
汚
染
マ
グ
ロ

の
被
害
に
つ
い
て
」、「
ビ
キ
ニ
水
爆
被
災

船
と
慰
謝
料
に
つ
い
て
」、「
核
兵
器
禁
止

条
約
と
そ
の
後
」
等
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
展

示
を
実
施
。
写
真
や
新
聞
記
事
、
調
査
資

料
、
山
下
正
寿
さ
ん
に
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
資
料
等
約
70
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

第
五
福
竜
丸
以
外
の
被
ば
く
船
に
も
焦

点
を
当
て
た
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
10
日（
土
）
串
本
町
文
化
セ
ン

タ
ー
２
階
視
聴
覚
室
に
お
い
て
、
映
画

「
放
射
線
を
浴
び
た
Ｘ
年
後
２
」
の
上
映

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
五
福
竜
丸
以
外

の
漁
船
の
被
ば
く
の
実
態
を
調
査
し
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
午
前
10
時
、
午

後
２
時
、
午
後
７
時
の
３
回
上
映
を
行
い
、

延
べ
42
人
が
映
画
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

８
月
11
日（
日
）
午
前
10
時
か
ら
串
本

町
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
Ａ
会
議
室
に
お
い

て
、
太
平
洋
核
被
災
支
援
セ
ン
タ
ー
の
山

下
正
寿
事
務
局
長
が
「
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験

と
核
兵
器
禁
止
条
約
〜
高
校
生
と
歩
ん
だ

34
年
間
の
実
態
調
査
と
被
災
者
救
済
の
取

り
組
み
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
高
知
県
宿
毛
市
生
ま
れ
で
、

１
９
８
５
年
か
ら
幡
多
高
校
生
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
の
生
徒
た
ち
と
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
被
災

者
の
聞
き
取
り
調
査
や
被
災
者
の
掘
り
起

こ
し
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

元
漁
船
員
の
健
康
相
談
や
労
災
申
請
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ビ
キ
ニ
核
被
災
検

証
会
事
務
局
長
、
ビ
キ
ニ
核
被
災
国
賠
訴

訟
を
支
援
す
る
会
共
同
代
表
な
ど
を
務
め

て
い
ま
す
。

建造中の第七事代丸

串本中学校の生徒も多数来場

第

五

福

竜

丸

ビ
キ
ニ
核
実
験
被
爆
65
年
の
歴
史
展

ビ
キ
ニ
核
実
験
被
爆
65
年
の
歴
史
展

パ
ネ
ル
展
示

パ
ネ
ル
展
示

「
放
射
線
を
浴
び
た
Ｘ
年
後
２
」

映
画
上
映
会

映
画
上
映
会

映
画
上
映
会

映
画
上
映
会

山
下
正
寿
氏

　
　 
記
念
講
演
会
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令
和
元
年
度
東
牟
婁
地
方
子
ど
も
会
連

絡
会
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
（
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
）

大
会
が
６
月
29
日（
土
）
に
串
本
町
立
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
に

よ
り
児
童
の
心
身
鍛
練
、
精
神
力
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
地
域
子
ど
も
集
団
の
連

帯
性
を
培
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

東
牟
婁
地
方
の
各
市
町
村
か
ら
７
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
総
当
た
り
戦
を
行
い
ま
し

た
。

　

熱
戦
の
末
、
串
西
キ
ッ
ズ
Ａ
が
優
勝
、

潮
岬
ｂ
ｏ
ｎ
ｄ
ｓ
が
準
優
勝
、
西
向
子
ど

も
会
が
３
位
と
な
り
ま
し
た
。
上
位
２

チ
ー
ム
は
８
月
24
日（
土
）
田
辺
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
、
県
大
会
へ
出

場
し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

  

優　

勝　

 

串
西
キ
ッ
ズ
Ａ

  

準
優
勝　

 

潮
岬
ｂ
ｏ
ｎ
ｄ
ｓ

  

３　

位　

 

西
向
子
ど
も
会

　

７
月
７
日
（
日
）
串
本
町
立
体
育
館
で
、

串
本
町
教
育
委
員
会
、
串
本
町
体
育
協
会
、

串
本
町
卓
球
協
会
主
催
の
第
15
回
串
本
町

卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
１
８
３
名
が
参

加
し
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
、
ダ
ブ
ル

ス
の
部
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
１
部
（
上

級
）
か
ら
４
部
（
初
級
）
の
ク
ラ
ス
分
け

を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

シ
ン
グ
ル
ス
１
部

　

優
勝　

川
口　

冨
喜

シ
ン
グ
ル
ス
２
部

　

優
勝　

松
崎　

守
夫

シ
ン
グ
ル
ス
３
部

　

優
勝　

寺
井　

梨
華

シ
ン
グ
ル
ス
４
部

　

優
勝　

樫
山
実
千
代

ダ
ブ
ル
ス
１
部

　

優
勝　

小
川　

夏
帆
・
川
口
冨
喜
ペ
ア

ダ
ブ
ル
ス
２
部

　

優
勝　

山
野
上
桂
奈
・
大
藪
智
美
ペ
ア

ダ
ブ
ル
ス
３
部

　

優
勝　

加
藤　

綱
男
・
山
本
佳
子
ペ
ア

ダ
ブ
ル
ス
４
部

　

優
勝　

芝　

公
士
郎
・
小
河
佑
樹
ペ
ア

　

７
月
７
日（
日
）
串
本
町
総
合
運
動
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
串
本
町
教
育
委
員

会
、
串
本
町
体
育
協
会
主
催
、
串
本
町
テ

ニ
ス
協
会
主
管
の
第
15
回
串
本
町
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
、
42
名
が
参
加

し
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
団
体
戦
の
部
、
個
人
戦
の
部

に
分
か
れ
、
ペ
ア
・
チ
ー
ム
は
当
日
く
じ

引
き
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
戦
の
部

　

優
勝　

ド
キ
ン
ち
ゃ
ん
チ
ー
ム

　

松
下
智
拓
・
直
井
洋
輝
・
谷
口
浩
一

　

前
虎
之
朗
・
福
田
順
子
・
巽
江
史

個
人
戦
の
部

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
（
小
学
生
）

　

優
勝　

田
中
翌
夏
・
齋
藤
る
な
ペ
ア

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
（
一
般
）

　

優
勝　

荒
木
良
知
・
甲
山
航
太
ペ
ア

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
（
熟
年
・
保
護
者
）

　

優
勝　

谷
口
浩
一
・
巽
江
史
ペ
ア

　

串
本
町
串
本
８
９
７
番
地
１
に
あ
る
旧

神
田
家
別
邸
（
稲
村
亭
）
が
７
月
19
日

（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
文
部
科
学
省
文
化

審
議
会
の
審
議
・
議
決
を
経
て
、
文
化
審

議
会
か
ら
文
部
科
学
大
臣
へ
の
答
申
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
官
報
告
示
を
経
て
、

登
録
有
形
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

登
録
有
形
文
化
財
へ
の
登
録
は
町
内
で
は

樫
野
埼
灯
台
旧
官
舎
に
続
き
２
件
目
の
登

録
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
有
形
文
化
財
制
度
は
、
原
則
、
建

設
後
50
年
を
経
過
し
た
歴
史
的
建
造
物
の

う
ち
、
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄
与
し
て

い
る
、
造
形
の
規
範
と
な
っ
て
い
る
、
再

現
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
と
い
う
登

録
基
準
に
よ
っ
て
国
が
登
録
す
る
制
度
で

す
。
登
録
す
る
こ
と
で
規
制
に
強
く
縛
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
、
例
え
ば
内
部
を
一
部

改
装
し
、
ホ
ー
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
資
料

館
な
ど
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
事
業
の
展
開
や
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
文
化
財

と
し
て
緩
や
か
に
守
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
修
理
や
管
理
に
つ
い
て
国
（
文
化
庁
）

に
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

東
牟
婁
地
方
子
ど
も
会

東
牟
婁
地
方
子
ど
も
会

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

東
牟
婁
地
方
子
ど
も
会

東
牟
婁
地
方
子
ど
も
会

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

優勝　串西キッズA

準優勝　潮岬bonds

３位　西向子ども会

第
15
回
串
本
町

第
15
回
串
本
町

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

卓
球
大
会

卓
球
大
会

旧
神
田
家
別
邸（
稲
村
亭
）

　
　
　
登
録
有
形
文
化
財
登
録
へ

旧
神
田
家
別
邸（
稲
村
亭
）

　
　
　
登
録
有
形
文
化
財
登
録
へ

第15回

串本町総合運動公園（多目的グラウンド）串本町総合運動公園（多目的グラウンド）串本町総合運動公園（多目的グラウンド）串本町総合運動公園（多目的グラウンド）場所

10月27（日）10月27（日）10月27（日）

※雨天の場合、１１月３日（日）に延期します。
　【主催】串本町・串本町教育委員会
　【お問い合わせ】教育課社会教育グループ
　　　　　　　　 TEL0735-62-0006
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７
月
27
日（
土
）
橋
本
市
産
業
文
化
会

館
ア
ザ
レ
ア
に
お
い
て
和
歌
山
県
青
少
年

育
成
協
会
主
催
の
「
少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
２

０
１
９
和
歌
山
県
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

串
本
町
か
ら
は
先
に
行
わ
れ
た
東
牟
婁

郡
予
選
に
お
い
て
優
秀
賞
に
選
出
さ
れ
た
、

串
本
西
中
学
校
の
深
海
六
花
さ
ん
と
、
西

向
中
学
校
の
岡
野
明
音
さ
ん
が
東
牟
婁
郡

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

力
の
こ
も
っ
た
発
表
の
結
果
、
深
海
六

花
さ
ん
は
銅
賞
に
、
岡
野
明
音
さ
ん
は
入

賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
６
日（
土
）
〜
７
月
７
日（
日
）

の
２
日
間
、
和
歌
山
県
立
潮
岬
青
少
年
の

家
で
串
本
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
、
串

本
町
教
育
委
員
会
共
催
に
よ
る
串
本
町

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

串
本
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は

各
地
区
で
子
ど
も
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
小
学
生

が
一
堂
に
集
い
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
知

識
や
自
覚
、
技
能
を
身
に
つ
け
る
と
と
も

に
、
相
互
の
情
報
の
交
換
と
親
睦
を
深
め
,

今
後
の
活
動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
串

本
町
内
の
小
学
校
４
〜
６
年
生
26
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

７
月
21
日
か
ら
29
日
の
間
、
姉
妹
都
市

青
少
年
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
串
本

町
内
の
中
学
生
７
人
が
串
本
町
の
姉
妹
都

市
ト
ル
コ
共
和
国
メ
ル
シ
ン
市
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
日
ト
の
友
好
関
係
を
深

め
る
こ
と
や
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際
的
な

視
野
を
広
げ
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ト
ル
コ
の
治
安
情
勢
の
悪

化
を
理
由
に
中
止
が
続
い
た
た
め
、
今
回

の
派
遣
は
８
年
ぶ
り
で
す
。

　

派
遣
さ
れ
た
生
徒
７
人
は
、
現
地
の
一

般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
ト

ル
コ
の
文
化
や
自
然
を
体
験
。
メ
ル
シ
ン

市
内
や
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
市
内
な
ど
の
観

光
も
楽
し
み
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

７
月
10
日（
水
）
潮
岬
公
民
館
談
話
室

に
私
設
図
書
館
「
か
ん
り
ん
文
庫
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
お
盆
、
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
毎
週
水
曜
日
の
午
後
１
時

〜
４
時
に
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

貸
出
は
登
録
制
で
無
料
。
一
人
５
冊
ま
で

２
週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

か
ん
り
ん
文
庫
で
は
、
絵
本
１
３
０
０

冊
と
読
み
物
・
知
識
の
本
・
趣
味
の
本
な

ど
１
２
０
０
冊
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。　

  

世
話
人
の
梅
崎
百
合
子
さ
ん
は
、
串
本

に
あ
っ
た
「
神
林
書
店
」
初
代
店
主
の
孫

で
、
京
都
府
八
幡
市
の
小
学
校
で
９
年
間

学
校
司
書
と
し
て
勤
務
後
串
本
に
Ｕ
タ
ー

ン
。
潮
岬
小
学
校
・
中
学
校
で
読
み
聞
か

せ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
す
て
き
な
本
の
世
界
と

出
会
え
る
、
ま
た
、
地
域
の
大
人
と
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
く
集
え
る
場
所
に
な
れ
た

ら
と
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

イスタンブール空港にて

少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
９

　
  

和
歌
山
県
大
会

少
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
９

　
  

和
歌
山
県
大
会

姉
妹
都
市
青
少
年
交
流
事
業

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

「
か
ん
り
ん
文
庫
」

「
か
ん
り
ん
文
庫
」
の
ご
紹
介

子
ど
も
図
書
館

ト
ル
コ
訪
問
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私
の
住
ん
で
い
る
二
色
地
区
に
川
が
あ

る
が
、
こ
の
川
晴
天
が
続
く
と
川
底
が
見

え
、
雨
が
降
る
と
水
が
流
れ
る
誠
に
正
直

な
（
？
）
川
で
あ
る
。
そ
の
ず
っ
と
上
流

に
区
の
役
員
が
毎
日
交
代
で
お
祀
り
し
て

い
る
赤
松
不
動
尊
が
あ
る
。
そ
こ
に
至
る

ま
で
の
道
路
は
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

途
中
両
側
か
ら
大
岩
が
せ
り
出
し
て
い
て

普
通
車
で
は
通
過
で
き
な
い
箇
所
や
台
風

の
後
な
ど
小
石
が
落
下
し
て
道
幅
を
狭
く

し
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
り
す
る
。
私
に

当
番
が
回
っ
て
き
た
時
に
は
、
友
人
に
頼

ん
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
借
り
、
妹
や
甥
に
一

緒
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
通
ら
な
い
の
で
何
と
な

く
心
細
さ
を
覚
え
る
場
所
に
社
が
あ
る
た

め
も
あ
る
。
以
前
一
度
だ
け
、
お
参
り
に

来
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
途
中
で
対
向
車
に
遭
遇
し
て
も
近

く
に
避
け
る
場
所
が
な
い
道
が
続
く
。

　

こ
の
赤
松
不
動
尊
ど
う
し
て
こ
ん
な
所

に
祀
ら
れ
て
い
る
の

か
不
思
議
だ
っ
た
の

だ
が
、
役
員
に
な
っ

て
初
め
て
代
々
区
長

に
受
け
継
が
れ
て
き

た
文
書
の
中
に
そ
の

経
緯
が
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

昔
、
二
色
奥
西
又
一
帯
の
木
材
搬
出
の

方
法
は
道
路
な
く
、
赤
松
滝
の
上
流
に
ダ

ム
を
造
築
し
、
梅
雨
の
季
節
に
貯
水
し
て
、

こ
の
水
を
利
用
し
木
材
を
流
し
た
が
、
そ

の
都
度
、
赤
松
滝
の
所
で
樹
齢
何
百
年
の

赤
松
の
大
木
は
傘
の
如
く
広
が
り
谷
一
帯

を
覆
い
昼
で
も
手
元
暗
く
、
故
に
流
木
毎

に
赤
松
滝
で
は
怪
我
人
絶
え
ず
、
区
民
は

皆
恐
れ
て
二
色
区
で
は
木
材
搬
出
に
困
窮
。

　

当
時
の
区
長
は
約

九
十
年
前
、
串
本
村

Ａ
氏
（
こ
こ
で
は
仮

名
に
し
ま
す
）
に
こ

の
赤
松
伐
採
方
を
懇

請
し
、Ａ
氏
も
ま
た

世
の
為
人
の
為
に
な

る
な
ら
と
引
き
受
け
た
も
の
の
、
近
郷
近

在
の
木
挽
は
皆
恐
れ
て
一
名
の
協
力
者
も

出
現
せ
ず
、
や
む
な
く
紀
北
方
面
ま
で
探

し
廻
り
、
幸
い
湯
浅
村
の
若
い
木
挽
二
名

を
雇
い
連
れ
て
来
て
赤
松
を
伐
採
せ
り
。

　

と
こ
ろ
が
、
仕
事
終
了
の
そ
の
夜
、
二

名
共
大
熱
を
発
し
、Ａ
氏
の
心
痛
一
方
な

ら
ず
心
配
す
。
幸
い
熱
病
も
治
り
湯
浅
に

帰
り
た
り
。
其
の
後
一
名
は
湯
浅
に
て
、

一
名
は
外
国
へ
渡
航
中
汽
船
の
中
で
死
亡

す
る
と
い
う
度
重
な
る
突
然
の
出
来
事
に

Ａ
氏
は
自
責
の
あ
ま
り
日
夜
心
痛
し
、
そ

の
結
果
赤
松
の
伐
り
跡
へ
赤
松
様
と
名
称

し
社
を
建
て
祀
る
。
こ
れ
赤
松
様
の
起
因

な
り
。

　

其
の
後
、
二
色
区
長
か
ら
起
因
は
二
色

区
に
あ
り
赤
松
様
を
二
色
区
で
祀
り
た
い

旨
の
申
し
出
あ
り
し
が
、Ａ
氏
は
生
涯
自

分
の
心
の
休
ま
る
よ
う
に
祀
ら
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
回
答
し
、
区
長
区
民
も
こ
れ

を
諒
承
せ
り
。

　

今
か
ら
五
十
数
年
前
、Ａ
氏
は
Ｂ
氏
に

依
頼
、
成
田
山
新
心
寺
か
ら
不
動
様
を
迎

え
祀
る
。
以
来
「
赤
松
不
動
尊
」
の
名
称

と
な
る
。

　

歳
月
流
れ
て
、Ａ
氏
死
後
、
長
女
が
後

を
祀
り
、
長
女
死
後
は
長
男
の
妻
が
跡
を

祀
り
現
在
に
至
る
。

　

し
か
し
こ
の
社
も
老
廃
甚
だ
し
く
、
信

者
よ
り
再
建
の
要
望
高
ま
り
、、
依
っ
て

世
話
人
三
名
が
中
心
と
な
り
広
く
各
位
の

御
寄
附
を
仰
ぎ
、
且
つ
親
戚
に
連
な
る
青

年
諸
君
の
協
力
奉
仕
を
得
て
、
今
後
百
年

耐
久
目
標
の
再
建
完
成
す
。

　

従
来
お
祀
り
し
て
き
た
Ｂ
氏
の
家
族
か

ら
、
代
も
替
わ
っ
た
の
で
区
の
方
で
お
祀

り
願
え
な
い
か
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
二
月
五
日

役
員
会
で
受
託
し
た
。
二
色
住
民
Ｏ
氏
か

ら
祭
祀
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
区
が
依
頼

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
来
、Ｏ
氏
が
お

祀
り
し
て
き
た
が
、
平
成
七
年
（
一
九
九

五
）
四
月
に
寄
る
年
波
で
十
分
な
お
祀
り

が
で
き
な
く
な
っ
た
と

の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

役
員
会
で
協
議
し
た
結

果
、
月
命
日
（
二
十
八

日
）
に
役
員
が
交
替
で

掃
除
と
献
榊
を
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

　

以
上
の
記
録
か
ら
「
赤
松
不
動
尊
」
の

由
来
が
分
か
り
、
毎
年
役
員
会
で
祭
祀
の

内
容
を
確
認
し
な
が
ら
踏
襲
し
て
き
て
い

る
。

　

三
月
の
大
祭
に
は
、
和
尚
様
を
お
迎
え

し
、
串
本
か
ら
お
参
り
に
来
ら
れ
た
関
係

者
と
共
に
一
同
で
般
若
心
経
を
唱
え
る
。

普
段
静
か
な
こ
の
地
も
、
こ
の
時
ば
か
り

は
人
声
が
こ
だ
ま
す
る
場
所
と
な
る
。

　

私
達
は
次
世
代
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
れ

ば
役
目
終
了
と
な
る
が
、
今
後
ま
す
ま
す

少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
む
中
い
つ
ま

で
継
承
し
て
い
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と

一
抹
の
不
安
が
よ
ぎ
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

ち
づ
き

灯
台
灯
台
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大 会 の ご 案 内大 会 の ご 案 内

昨年度は８位入賞

お
知
ら
せ

教
育
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

お
問
い
合
わ
せ
は

串
本
町
教
育
課　

社
会
教
育
Ｇ
ま
で

　
　

０
７
３
５
（
６
２
）
０
０
０
６

日　時　令和元年９月２２日（日）
　　　　出句　午後１時締め切り

会　場　串本町文化センターＡ会議室

出句数　当季雑詠　５句

予　定　午後１時　　　　出句締切
　　　　午後１時～３時　清句及び披講
　　　　午後３時～４時　表彰

参加資格　俳句愛好者及び公民館講座生

参加費　無　料

日　　時　令和元年９月８日（日）
　　　　　　　受付開始　午前９時００分
　　　　　　　対局開始　午前９時３０分

会　　場　串本町文化センター
　　　　　Ａ会議室（囲碁の部）
　　　　　Ｂ会議室（将棋の部）

部　　門　囲碁の部Ａ級・Ｂ級
　　　　　将棋の部Ａ級・Ｂ級

参加資格　串本町在住及び出身者・
　　　　　勤務者・町内小・中・高校生

参 加 費　無　料

参加方法　当日受付

囲碁・将棋大会囲碁・将棋大会

第15回第15回
串本町俳句大会串本町俳句大会

第14回

日　時　令和２年２月１６日（日）
　　　　　　１１時００分スタート

場　所　紀三井寺陸上競技場→和歌山県庁

主　催　和歌山県・和歌山県教育委員会
　　　　社団法人和歌山県体育協会

対　象　小学校５・６年生
　　　　中学校１・２・３年生

申込締切　令和元年９月６日（金）

参 加 者 募 集参 加 者 募 集
第19回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会

　

串
本
町
図
書
館
で
は
読
書
週
間
（
10
月
27
日
～
11
月
９
日
）

に
あ
わ
せ
て
、
図
書
の
展
示
と
「
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
も
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

    

令
和
元
年
11
月
２
日（
土
）
午
前
10
時
か
ら

【
場
所
】

    

串
本
町
図
書
館
よ
み
き
か
せ
の
部
屋

【
内
容
】

    

昔
話
・
よ
み
き
か
せ
・
朗
読
な
ど

【
お
問
い
合
わ
せ
】

    
串
本
町
図
書
館　
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大人のためのおはなし会
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